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死亡野鳥における鳥インフルエンザウイルス確定検査陰性について 

 

 令和３年３月２日に福岡市において回収され、遺伝子検査で A 型鳥インフルエ

ンザ陽性となったホシハジロ１羽の死亡個体について確定検査を実施したところ、

高病原性鳥インフルエンザウイルスは検出されませんでしたのでお知らせします。 

 このため、３月９日に環境省により指定された野鳥監視重点区域は解除されまし

た。 

 

 

１ これまでの経緯 

 ３月 ２日 ・午後３時頃、筑紫保健福祉環境事務所に通報があり、同３時 

５０分頃、同所職員がホシハジロ１羽の死亡個体を回収 

       ・簡易検査を実施し、陰性を確認 

 ３月 ５日 ・遺伝子検査のため、採取試料を国立環境研究所に送付 

 ３月 ９日 ・国立環境研究所において遺伝子検査の結果、陽性反応を確認 

確定検査のため採取試料を同研究所より鳥取大学に送付 

       ・環境省が回収地点から半径 10 ㎞圏内（福岡市、春日市、大野城 

市、那珂川市及び糟屋郡の一部）を野鳥監視重点区域に指定 

       ・福岡県高病原性鳥インフルエンザ（野鳥関係）対策会議を開催し、 

関係部局における対応等について協議 

 ３月１５日 ・鳥取大学が確定検査を実施した結果、高病原性鳥インフルエンザ 

ウイルスは検出されず 

       ・環境省が野鳥監視重点区域を解除 

 

 

２ 今後の対応 

（１）野鳥サーベイランスにおける対応レベルは、最高レベルとなる「対応レベ

ル３」に引き上げられているため、引き続き県内での野鳥の監視強化を継続

する。 

（２）県ホームページ等により鳥インフルエンザに関する情報や野鳥に接する際

の注意点等について、広く県民に周知する。 

  （https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/shizentorifuru.html） 
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